
独立行政法人日本学術振興会 
「ひらめき☆ときめき サイエンス～ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI」採択事業 
主催：科学研究費補助金研究基盤研究(C)「書状文化の源流を求めて」（研究代表者：黒田洋子）   
後援：奈良女子大学古代学学術研究センター     

皆さんはメールやラインで自分の思っていることを 相手にどうやって伝えていますか？ 

―  くらべてみよう、今のメールと奈良時代の“メール” ― 

 奈良時代の手紙って 
    見たことある？ 
 木簡って知ってる？ 
  見たことある？ 

お問合せ・お申込は…  

奈良女子大学古代学学術研究センター 
   （担当：黒田） 
〒630-8506 奈良市北魚屋東町 
Tel･Fax：0742-20-3779 
 E-mail： kuroro@cc.nara-wu.ac.jp 

集合・開講式 

実習① メールやラインで離れた相手に伝えてみよう 

実習② 奈良時代の人が書いた手紙を観察しよう 

授業① くらべてみよう、今のメールと奈良時代の“メール” 

  〈昼食 大学の学食探検〉 

授業② 未来へ伝えよう、1300年前のことば 

実習③ 挑戦してみよう、木簡の解読 

  〈クッキータイム〉 

未来博士号授与式・閉講式 （奈良女子大学へ帰ってから解散） 

  ※実習・授業は各30～45分。各回の間に15分程度の休憩をはさみます。 

❖ 日  時     平成27年7月24日（金） 
                      9：00～16：20（8：45集合） 

❖ 場  所   午 前 奈良女子大学 多目的セミナー室 
           （コラボレーションセンター２階）  
        午 後 奈良文化財研究所 

❖募集対象  中学生20名 
❖申込締切  平成27年7月15日（水） 

❖スケジュール 

何とかして自分の想いを伝えようと、言葉や表現、絵文字などさまざまな工夫
をしているのではないでしょうか？ では奈良時代の人はどうやって伝えたの
でしょう？ 奈良時代の人が書いた手紙の中味を一緒にのぞいてみませんか？  
午後は、1300年前に書かれた木簡を見に行きましょう。発掘現場から掘り出さ
れた木簡は、どうやって保存されているのかな？ 
歴史に興味のある皆さん、ぜひ遊びに来て下さい。 


